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水温 塩分 三態窒素 燐酸

（℃） (psu) (μg-at/L) (μg-at/L)

17.9 32.75 6.7 0.56
18.0 32.21 3.2 0.53
17.0 32.32 6.0 0.74

17.4 32.08 7.2 0.65
18.0 32.22 3.5 0.57
17.0 32.35 6.0 0.70

17.4 32.11 7.4 0.66
18.2 32.29 3.7 0.52
17.1 32.32 5.9 0.64

17.5 32.13 7.0 0.64
18.5 32.63 3.4 0.47
17.3 32.66 6.2 0.50

17.7 32.36 7.1 0.59
18.9 32.92 3.1 0.41
17.3 32.69 5.7 0.46

17.7 32.54 6.4 0.55
17.5 32.03 6.1 0.61
15.8 32.13 5.4 0.42

16.8 31.86 8.8 0.62
16.8 31.48 7.4 0.52
14.9 31.43 11.2 0.60

16.2 31.35 11.6 0.63
16.9 30.57 12.5 0.56
15.6 31.47 14.2 0.60

16.3 31.15 14.5 0.69
16.3 30.99 9.6 0.51
14.7 30.40 18.9 0.94

15.7 30.08 18.6 0.74
17.0 30.20 15.0 0.69
15.3 30.84 26.5 1.00

 16.1 30.00 25.7 0.99
16.7 30.64 13.7 0.70
16.0 30.68 20.6 1.08

16.0 29.52 25.0 0.99
18.3 32.36 3.7 0.52
17.1 32.38 6.2 0.60

16.5 31.50 11.4 0.67
16.8 31.61 9.2 0.67
14.6 30.72 17.9 0.78

15.7 30.45 16.9 0.72
18.4 32.37 3.8 0.52
16.7 32.26 6.8 0.56

17.0 31.72 8.5 0.57

17.2 32.43 7.6 0.62

調査時間　8:18～13:14
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O13DおよびO17D:
従来のO13,O17を沖合部に移動

この海域全般に栄養塩を大量に消費する植物プランクトンは少ない状況で

す。窒素は、陸水等の影響が見られた神戸空港東から湾奥部・大阪府沿岸域

にかけて６μg-at/Ｌ以上、それ以外の海域においても３μg-at/Ｌ台となっ

ています。

（水温）表層は湾内概ね16～18℃台で、平均17.8℃。平年比約0.9℃高い。-10ｍ層

は平均18.1℃（平年比+0.2℃）。

（塩分）表層平均32.10psu(平年 31.66)。-10m層平均32.31psu(平年 32.17)。

（栄養塩、他）表層の窒素は平均5.2μg-at/L、リンは平均0.53μg-at/L。窒素は平

年(10.1μg-at/L)より低くリンは平年(0.64μg-at/L)よりやや低い。-10m層(平均)

は、窒素4.4μg-at/L、リン0.54μg-at/L。神戸空港東から湾奥・関西空港南にかけ

ての水温及び塩分が低い海域の窒素は6μg-at/Ｌ以上、それ以外の湾央から湾西部

の海域の窒素は概ね3μg-at/Ｌ台であり、11月上旬の調査時と比較し栄養塩（窒

素・リンとも）は少し上昇している。一部コシノディスカスがやや多い海域も見ら

れたが、それ以外の珪藻（キートセロスやスケレトネマ）は確認される程度と、湾

全般に植物プランクトンの発生量は少ない状況にある。
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スケレトネマ（細胞／ml）
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